
当ファイルの著作権は㈱薬事日報社またはコンテンツ提供者に帰属します。当ファイル（印刷物含む）の利用は私的利用の範囲内に限られ、それ以
外の無断複製・無断転載・無断引用はご遠慮ください。当ファイル（印刷物含む）を社内資料、営業資料などでご利用される場合はご相談ください。

株式会社薬事日報社　TEL:03-3862-2141　shinbun@yakuji.co.jp　http://www.yakuji.co.jp/ 

（ 1 ） 第12372号 2020（令和２）年10月21日　水曜日 ©（　　　　　　　）昭和十八年二月八日
第三種郵便物認可 THE YAKUJI NIPPO （ Pharmaceutical News ）

月 水 金　発行

薬事日報社
東京本社� 〒101-8648
東京都千代田区神田和泉町1
　　☎（03）3 8 6 2 - 2 1 4 1
　　℻（03）5 8 2 1 - 8 7 5 7
大阪支社� 〒541-0045
大阪市中央区道修町2-1-10
　　☎（06）6 2 0 3 - 4 1 9 1
　　℻（06）6 2 3 3 - 3 6 8 1
　購 読 料　　半年19,764円
　（税込）　　１年36,234円

全後発品が規格適合
　厚労省……………2
JACDSが市販化期待
　緊急避妊薬………6
バイオ医薬品の人材
　不足傾向に………7
特集　4～5
〈感染対策〉

きょうの紙面

本号８ページ

◆
合
同
会
社
ス

マ
ス
タ
が
実
施

し
た
「
ア
ン
サ

ン
グ
シ
ン
デ
レ

ラ
の
ド
ラ
マ
に

よ
る
一
般
人
の

薬
剤
師
に
対
す
る
印
象
の
変

化
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
結
果
に
よ
る
と
、

86
％
の
人
が
「
ド
ラ
マ
を
見

て
薬
剤
師
に
対
す
る
印
象
が

良
く
な
っ
た
」
と
回
答
し
て

い
た
◆
薬
剤
師
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
の
変
化
と
し
て
は
、

「
薬
剤
師
の
仕
事
が
『
処
方

箋
通
り
に
調
剤
す
る
』
だ
け

で
は
な
い
と
知
っ
た
」
を
挙

げ
た
人
が
最
も
多
く
、
次
い

で
「
患
者
の
こ
と
を
考
え
て

く
れ
て
い
る
と
知
り
、
頼
り

に
な
る
」「
思
っ
た
よ
り
も

大
変
で
忙
し
い
仕
事
」
が
続

い
た
◆
あ
く
ま
で
も
ド
ラ
マ

で
は
あ
る
が
、
薬
剤
師
の
仕

事
が
世
間
に
伝
わ
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
人

が
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
「
調

剤
す
る
だ
け
」
か
ら
、
患
者

に
寄
り
添
い
、
薬
の
相
談
に

乗
っ
て
く
れ
る
存
在
だ
と
い

う
こ
と
が
認
知
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
◆
現
在
の
コ
ロ
ナ

禍
で
も
、
現
場
の
薬
剤
師
は

不
安
を
抱
え
る
患
者
へ
の
対

応
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
。
ド
ラ
マ
の
影
響
に
よ
る

好
印
象
と
も
相
ま
っ
て
、
今

後
薬
剤
師
を
頼
る
人
は
増
え

て
く
る
と
思
う
が
、
こ
う
し

た
期
待
に
応
え
続
け
る
存
在

で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

０
０
０
人
の
連
携
会
員
で
構
成

さ
れ
、
政
府
に
対
す
る
政
策
提

言
や
国
際
的
な
活
動
、
科
学
者

間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
科

学
の
役
割
に
つ
い
て
の
世
論
啓

発
を
行
っ
て
い
る
。

要
か
ら
、
幹
事
会
の
も
と
に
▽

学
協
会
・
会
員
・
連
携
会
員
と

の
対
話
Ｗ
Ｇ
▽
社
会
と
の
対
話

Ｗ
Ｇ
︱
︱
の
二
つ
を
設
置
す
る

こ
と
を
決
定
。
望
月
氏
は
、
組

織
運
営
と
科
学
者
間
の
連
携
担

当
と
し
て
、
学
協
会
・
会
員
・

連
携
会
員
と
の
対
話
Ｗ
Ｇ
を
担

当
す
る
。

　

同
会
議
は
、
わ
が
国
の
人

文
・
社
会
科
学
、
生
命
科
学
、

理
学
・
工
学
の
全
分
野
の
約
87

万
人
の
科
学
者
を
代
表
す
る
機

関
。
２
１
０
人
の
会
員
と
約
２

　

日
本
学
術
会
議
は
１
日
の
総

会
で
、
副
会
長
に
慶
應
義
塾
大

学
薬
学
部
薬
学
科
特
任
教
授
の

望
月
眞
弓
氏
を
指
名
し
た
。
今

回
の
総
会
で
は
、
同
会
議
の
活

動
や
役
割
な
ど
を
社
会
に
広
く

伝
え
、
対
話
を
進
め
て
い
く
必

感
と
実
践
能
力
を
持
っ
た
薬
剤

師
を
育
て
、
世
に
送
り
出
し
て

い
き
た
い
」と
式
辞
を
述
べ
た
。

　

山
本
恵
子
学
長
は
、「
創
立

以
来
、
約
２
万
人
の
薬
剤
師
を

輩
出
し
、
日
本
の
医
療
に
貢
献

し
て
き
た
。
多
く
の
先
人
が
日

本
の
薬
学
を
牽
引
し
て
き
た
伝

統
校
と
し
て
、
90
周
年
を
節
目

に
気
持
ち
を
新
た
に
し
、
こ
れ

か
ら
は
伝
統
と
実
績
を
継
承
し

つ
つ
、
社
会
で
活
躍
す
る
薬
剤

師
の
輩
出
に
向
け
大
学
教
育
を

行
っ
て
い
く
」
と
決
意
を
新
た

に
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
石
阪
丈
一
町
田
市
長

は
、「
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
人
類
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
年
に
な

る
。
こ
う
し
た
未
知
の
感
染
症

の
脅
威
か
ら
身
を
守
り
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
日
常
生
活
を
取

り
戻
す
た
め
、
薬
学
へ
の
期
待

は
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
ま
さ

に
、
理
念
で
あ
る
『
薬
を
通
し

て
人
類
に
貢
献
』
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
日
本
の

薬
学
の
未
来
を
担
う
大
学
と
し

て
、
90
周
年
を
契
機
に
さ
ら
な

る
飛
躍
を
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
を

祈
る
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
式
典
後
に
は
、
ノ
ー

ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞

し
た
大
村
智
北
里
大
学
特
別
栄

誉
教
授
に
よ
る
特
別
講
演
会

「
微
生
物
創
薬
と
国
際
社
会
貢

献
」
も
行
わ
れ
た
。　

子
薬
学
専
門
学
校
」
を
前
身
と

し
、
49
年
に
新
制
大
学
と
し
て

「
昭
和
女
子
薬
科
大
学
」
を
発

足
。
50
年
に
男
女
共
学
の
昭
和

薬
科
大
学
と
名
称
を
改
め
て
以

来
、
90
年
の
世
田
谷
校
舎
か
ら

町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
移
転
を

経
て
、
こ
れ
ま
で
多
数
の
卒
業

生
を
輩
出
し
て
き
た
。

　

式
典
で
元
木
和
幸
理
事
長

は
、「
昭
和
の
幕
開
け
と
ほ
ぼ

時
を
同
じ
く
し
て
産
声
を
上
げ

た
本
学
は
、
そ
の
後
困
難
に
直

面
す
る
た
び
、
独
立
と
融
和
と

い
う
建
学
の
精
神
で
乗
り
越

え
、
名
実
共
に
名
門
薬
科
大
学

と
し
て
成
長
し
、
90
周
年
を
迎

え
る
こ
と
に
な
っ
た
」と
強
調
。

「
こ
れ
か
ら
も
理
念
で
あ
る『
薬

を
通
し
て
人
類
に
貢
献
』
を
胸

に
、
薬
学
研
究
と
教
育
を
通
じ

て
、
医
療
人
と
し
て
強
い
使
命

を
縮
小
す
る
形
で
の
開
催
と

な
っ
た
が
、
式
典
で
は
90
周
年

の
歩
み
を
振
り
返
る
と
共
に
、

１
０
０
周
年
に
向
け
て
さ
ら
な

る
発
展
を
誓
っ
た
。

　

昭
和
薬
科
大
学
は
、
１
９
３

０
年
に
設
立
さ
れ
た
「
昭
和
女

　

昭
和
薬
科
大
学

の
創
立
90
周
年
記

念
式
典
が
17
日
、

町
田
市
の
同
大
学

記
念
講
堂
で
開
か

れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
伴
い
、
規
模

病
院
薬
剤
師
が
自
己
研
鑽
す
る

機
会
の
減
少
を
懸
念
す
る
声
の

ほ
か
、
県
病
薬
か
ら
ウ
ェ
ブ
研

修
会
参
加
者
へ
の
研
修
シ
ー
ル

配
布
に
苦
慮
し
て
い
る
現
状
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、
他

都
道
府
県
か
ら
の
研
修
受
け
入

れ
を
行
う
県
病
薬
も
出
て
い

る
。
石
川
県
病
院
薬
剤
師
会
で

は
北
陸
３
県
の
県
病
薬
間
で
そ

れ
ぞ
れ
が
主
催
す
る
研
修
会
に

つ
い
て
、
各
県
が
実
施
す
る
研

修
会
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す

る
と
共
に
、
研
修
シ
ー
ル
の
管

理
や
郵
送
の
事
務
作
業
を
各
県

病
薬
事
務
局
で
分
担
す
る
な
ど

の
連
携
、
協
力
を
行
っ
て
い
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

か
っ
た
。

　

地
方
で
集
合
型
研
修
が
行
わ

れ
て
い
る
背
景
に
は
ウ
ェ
ブ
環

境
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
も
理

由
の
一
つ
に
あ
り
、
約
８
割
の

都
道
府
県
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
整
備
を
目
的
と
し
た
日
病

薬
の
支
援
を
希
望
し
て
い
た
。

　

各
都
道
府
県
か
ら
は
「
ウ
ェ

ブ
開
催
は
機
材
確
保
や
参
加
費

徴
収
、
単
位
交
付
に
か
か
る

人
的
負
担
が
大
き
い
」（
青
森

県
）、「
事
務
局
業
務
が
煩
雑
化

し
て
お
り
、
中
央
で
の
研
修
シ

ス
テ
ム
の
シ
ス
テ
ム
化
を
早
期

に
実
現
し
て
ほ
し
い
」（
宮
城

県
）、「
全
国
版
セ
ミ
ナ
ー
の
機

会
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」（
奈

良
県
）、「
参
加
者
の
確
認
、
参

加
時
間
の
把
握
、
研
修
シ
ー
ル

の
配
布
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
研

修
会
に
比
べ
何
倍
も
の
時
間
と

人
手
を
要
し
な
け
れ
ば
、
開
催

が
で
き
な
い
」（
長
崎
県
）
と

ブ
環
境
の
整
備
状
況
に
応
じ
て

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

　

17
日
に
ウ
ェ
ブ
上
で
開
催
さ

れ
た
地
方
連
絡
協
議
会
で
報
告

さ
れ
た
「
都
道
府
県
病
院
薬
剤

師
会
の
活
動
状
況
報
告
」
に
よ

る
と
、
全
都
道
府
県
が
研
修
会

の
開
催
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
が
あ
っ

た
と
回
答
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
１
波
の

時
期
に
、
ほ
ぼ
全
て
の
研
修
会

が
中
止
と
な
っ
た
も
の
の
、
緊

急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
６

月
以
降
に
徐
々
に
再
開
さ
れ
て

お
り
、
現
在
は
「
全
面
的
に
再

開
」
が
12
・
８
％
、「
一
部
再

開
」
が
29
％
、「
今
後
再
開
の

予
定
」
が
21
・
３
％
、「
休
止

中
」
は
４
・
３
％
と
な
っ
た
。

　

研
修
会
の
開
催
方
法
に
つ

い
て
は
、「
集
合
型
研
修
」
が

25
・
３
％
、「
ウ
ェ
ブ
研
修
」

が
42
・
７
％
、「
集
合
と
ウ
ェ

ブ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
研
修
」
が

32
・
０
％
と
均
衡
し
て
い
た
。

感
染
者
数
が
多
く
、
ウ
ェ
ブ
環

境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
都
市
部

で
は
、
集
合
と
ウ
ェ
ブ
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
研
修
が
多
く
実

施
さ
れ
て
い
た
一
方
、
感
染
者

数
が
少
な
い
地
方
で
は
集
合

型
研
修
が
多
く
行
わ
れ
て
お

り
、
地
域
の
感
染
者
数
や
ウ
ェ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
休
止
中
だ
っ
た
日
本
病
院
薬
剤

師
会
の
研
修
会
が
徐
々
に
再
開
し
て
い
る
状
況
が
、「
都
道
府
県
病
院
薬
剤

師
会
の
活
動
状
況
報
告
」
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
約
７
割
の
都
道
府
県
で
研

修
会
を
再
開
し
て
お
り
、
今
後
再
開
予
定
を
含
め
る
と
９
割
以
上
に
上
っ

た
。
都
市
部
で
は
ウ
ェ
ブ
と
集
合
型
研
修
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
実
施
さ

れ
る
一
方
、
感
染
者
数
の
少
な
い
地
方
で
は
集
合
型
研
修
が
行
わ
れ
て
い
る

実
態
に
あ
り
、
研
修
単
位
シ
ー
ル
の
配
布
な
ど
を
含
め
、
ウ
ェ
ブ
研
修
の
環

境
整
備
が
今
後
の
課
題
と
な
り
そ
う
だ
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

副
会
長
に
望
月
氏 
日
本
学
術
会
議

病薬研修会、約７割で再開
ウェブ環境整備に支援要望

日病薬調査

創
立
90
周
年
記
念
式
典
開
く

活
躍
す
る
薬
剤
師
の
輩
出
誓
う

昭和薬科大学


